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LABOCS and its future prospects

概要

軌道保守管理データベースシステム「LABOCS」は、軌道管理に特化した多様な
機能を有し、軌道の各種検査データの効率的な分析・表示・管理を可能とするソフ
トウェアです。このLABOCSをベースに、GUIを搭載した「LABOCS-MATE」を
開発しました。さらに現在、多様化する各種検査データを一元的に管理して種々の
軌道状態指標や画像等を俯瞰的に分析できる「次世代LABOCS」の開発を進めてお
ります。このように、デジタル技術でメンテナンスを効率化するLABOCSについて
紹介します。

特徴

• 高精度な位置補正機能により位置ず
れのない検査データを出力できます。

• 軌道変位等の時系列データと線路線
形等の各種台帳データをチャートに
同時表示できます。

• σ値やP値の算出、軌道変位の復元
処理や弦長変換等、保線業務に活用
できる多様な機能があります。

用途

• 位置ずれのない検査データにより、
保守必要箇所の正確な位置を把握で
きるため、効果的な軌道保守を実施
できます。

• 検査データを蓄積し、軌道状態推移
を確認することで、保守必要時期を
把握できるため、効率的な保守計画
を策定できます。
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• 保線管理における一般的な機能をパッケージ化することで、低コスト化しました。

• マウス操作のみで、検査データの処理・分析やチャート表示を実施できます。

• 様々なオプション機能を追加でき、各社のニーズに応じてカスタマイズ可能です。

GUI標準搭載の保線管理システム（LABOCS-MATE）の開発

次世代LABOCSプロトタイプの開発
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• 多様な検査データを一元管理できる「次世代LABOCS」の開発を進めています。

• キロ程⇔緯度経度の紐づけにより、波形データと併せて画像データ等も管理できます。

• 軌道分野のみならず他分野の設備に関するデータの取り込みも可能です。これにより、
鉄道設備全体としての保守を効率化し、分野横断管理の実現を目指しています。
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